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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　運動センサから取得された時系列の波形データを解析する解析手段と、前記解析手段に
より解析された解析結果を表示する表示手段とを備えた運動機能検査装置であって、
　前記解析手段は、複数の前記波形データに基づいてそれぞれ取得される複数の運動波形
間の位相を比較する位相比較手段を含み、
　前記位相比較手段は、
　前記運動波形において、所定時間幅の周波数解析区間を抽出する周波数解析区間抽出手
段と、
　前記周波数解析区間の周波数解析演算を行い、前記周波数解析区間の最大周波数の位相
を算出する周波数解析手段と、
　前記複数の運動波形間の前記最大周波数の位相差を算出する位相差算出手段と、を含み
、
　前記周波数解析区間抽出手段は、
　前記運動波形において、前記所定時間幅より小さい時間幅でずらしながら複数の前記周
波数解析区間を抽出する
　ことを特徴とする運動機能検査装置。
【請求項２】
　前記運動波形は、距離波形、速度波形、加速度波形、躍度波形、および、該４つの運動
波形にそれぞれ変換可能な前記波形データのうち、少なくとも一つを含むことを特徴とす
る請求項１に記載の運動機能検査装置。
【請求項３】
　前記周波数解析手段は、さらに、
　前記周波数解析区間の最大周波数および前記最大周波数の強度を算出することを特徴と
する請求項２に記載の運動機能検査装置。
【請求項４】
　前記最大周波数、前記最大周波数の強度および時間のうち、少なくとも二つを含む相関
図を作成して前記表示手段に出力する表示処理部を備えたことを特徴とする請求項３に記
載の運動機能検査装置。
【請求項５】
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　前記解析手段は、前記算出された位相差に基づいて被験者の異常部位を判定し、
　前記表示処理部は、当該異常部位と判定された結果を前記表示手段に出力して表示させ
る
　ことを特徴とする請求項４に記載の運動機能検査装置。
【請求項６】
　運動センサから取得された時系列の波形データを解析する解析手段と、前記解析手段に
より解析された解析結果を表示する表示手段とを備えた運動機能検査装置であって、
　前記解析手段は、複数の前記波形データに基づいてそれぞれ取得される複数の運動波形
間の位相を比較する位相比較手段を含み、
　前記運動波形は、距離波形、速度波形、加速度波形、躍度波形、および、該４つの運動
波形にそれぞれ変換可能な前記波形データのうち、少なくとも一つを含み、
　前記位相比較手段は、
　前記運動波形のピーク点を抽出するピーク点抽出手段と、
　時間的に隣り合う前記ピーク点の時間差からなるピーク時間差を算出するピーク時間差
算出手段と、
　前記複数の運動波形間において前記ピーク点を対応させる運動波形間ピーク対応手段と
、
　対応させた前記ピーク点の時間差からなる運動波形間時間差および前記ピーク時間差に
基づいて、前記複数の運動波形間の位相差を算出する位相差算出手段と、
　を含むことを特徴とする運動機能検査装置。
【請求項７】
　前記運動波形間ピーク対応手段は、
　前記複数の運動波形において抽出したピーク点の数が同じである場合には、前記複数の
運動波形間で前記ピーク点を時間順に対応させることを特徴とする請求項６に記載の運動
機能検査装置。
【請求項８】
　前記運動波形間ピーク対応手段は、
　前記複数の運動波形において抽出したピーク点の数が異なる場合には、前記複数の運動
波形のうち一つの運動波形の前記ピーク点を基準ピーク点とし、前記基準ピーク点との前
記運動波形間時間差が最小となるように前記複数の運動波形のうち前記一つの運動波形と
は異なる運動波形のピーク点を対応させることを特徴とする請求項６に記載の運動機能検
査装置。
【請求項９】
　運動センサから取得された時系列の波形データを解析する解析手段と、前記解析手段に
より解析された解析結果を表示する表示手段とを備え、前記解析手段は、複数の前記波形
データに基づいてそれぞれ取得される複数の運動波形間の位相を比較する位相比較手段を
含んでなる運動機能検査装置を用いて、複数の前記波形データに基づいてそれぞれ取得さ
れる複数の運動波形間の位相を比較する運動波形間の位相比較方法であって、
　前記位相比較手段は、
　前記運動波形において、所定時間幅の周波数解析区間を抽出する周波数解析区間抽出ス
テップと、
　前記周波数解析区間の周波数解析演算を行い、前記周波数解析区間の最大周波数の位相
を算出する周波数解析ステップと、
　前記複数の運動波形間の前記最大周波数の位相差を算出する位相差算出ステップと、
　を実行することを特徴とする運動波形間の位相比較方法。
【請求項１０】
　前記周波数解析区間抽出ステップは、
　前記運動波形において、前記所定時間幅より小さい時間幅でずらしながら複数の前記周
波数解析区間を抽出することを特徴とする請求項９に記載の運動波形間の位相比較方法。
【請求項１１】
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　運動センサから取得された時系列の波形データを解析する解析手段と、前記解析手段に
より解析された解析結果を表示する表示手段とを備え、前記解析手段は、複数の前記波形
データに基づいてそれぞれ取得される複数の運動波形間の位相を比較する位相比較手段を
含んでなる運動機能検査装置を用いて、複数の前記波形データに基づいてそれぞれ取得さ
れる複数の運動波形間の位相を比較する運動波形間の位相比較方法であって、
　前記位相比較手段は、
　前記運動波形のピーク点を抽出するピーク点抽出ステップと、
　時間的に隣り合う前記ピーク点の時間差からなるピーク時間差を算出するピーク時間差
算出ステップと、
　前記複数の運動波形間において前記ピーク点を対応させる運動波形間ピーク対応ステッ
プと、
　対応させた前記ピーク点の時間差からなる運動波形間時間差および前記ピーク時間差に
基づいて、前記複数の運動波形間の位相差を算出する位相差算出ステップと、
　を実行することを特徴とする運動波形間の位相比較方法。
【請求項１２】
　前記運動波形間ピーク対応ステップは、
　前記複数の運動波形において抽出したピーク点の数が同じである場合には、前記複数の
運動波形間で前記ピーク点を時間順に対応させることを特徴とする請求項１１に記載の運
動波形間の位相比較方法。
【請求項１３】
　前記運動波形間ピーク対応ステップは、
　前記複数の運動波形において抽出したピーク点の数が異なる場合には、前記複数の運動
波形のうち一つの運動波形の前記ピーク点を基準ピーク点とし、前記基準ピーク点との前
記運動波形間時間差が最小となるように前記複数の運動波形のうち前記一つの運動波形と
は異なる運動波形のピーク点を対応させることを特徴とする請求項１１に記載の運動波形
間の位相比較方法。
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